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縮景園の紅葉夜景 写真提供：城根多佳子

広島県警察本部生活安全部参事官兼
生活安全総務課長

大　下　哲　也
皆様方には、平素から警察業務各般にわたり、ご理
解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
「平成22年のピーク時から約37％減少」
この数字が何の数字かお分かりになりますでしょう
か。これは県内の防犯ボランティアの減少率です。防
犯ボランティアの皆様は、子供の見守り活動、夜間パ
トロールなどの自主防犯活動に献身的に取り組んでお
られます。住民の方々は、防犯ボランティアの皆様が、
「地域の安全は地域で守る」との意識の下、その活動
を行う姿を見て、この上ない安全安心を実感されてお
り、県警察としても、地域安全という目的を同じくす
るパートナーとして、その活動を頼もしく感じている
ところであります。
しかし、その防犯ボランティアは平成22年の約

５万２千人をピークとし、昨年末は、約３万３千人ま
で減少、要因としては、従事される方の高齢化や後継
者不足が挙げられます。このままでは、これまで培わ
れた貴重な経験が失われるばかりでなく、治安情勢に
影響を与えることにもつながりかねないと危惧してい
ます。
県警察としては、防犯ボランティアの拡充と活性化
を課題として、防犯リーダー育成の研修会の開催、防
犯ボランティアと協働したパトロールなど、より一層、
活動の活性化を進めて参ります。
一方、県内の犯罪情勢は、昨年から自転車盗の急増、
高額な特殊詐欺被害の続発、サイバー犯罪の相談件数
の増加など楽観できない状況です。
こうした情勢の中、今年も10月11日から10日間、「全
国地域安全運動」が行われ、各地で防犯イベントや合
同パトロールなどが開催されます。
この運動は、県民の皆様が手を携えて「安心して暮
らせる地域社会の実現」を目指して行う活動であり、
この機会に是非、防犯ボランティア活動へのご理解と
積極的なご参加をお願い申し上げます。

皆さんと一緒に！
「全国地域安全運動」
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全国地域安全運動 10月11日から20日まで
【目　　的】
　防犯協会をはじめとする地域安全に関係する機関・団体と警察が、期間を定めて地域安全活動を更に強化す
るとともに、その相互の連携を一層緊密にすることにより、地域安全活動の効果を最大限に上げて一層の浸透と
定着を図り、もって安心して暮らせる地域社会の実現を図る。

【運動期間】　令和5年10月11日（水）から同月20日（金）までの10日間

【運動重点】　（１）全国重点
　　　　　　　　・子供と女性の犯罪被害防止　・特殊詐欺の被害防止
　　　　　　（2）広島県重点
　　　　　　　　・自転車盗の防止

自転車盗、
車上狙い
増加中注意！

皆様方には、平素から警察行
政各般にわたり、ご理解とご協

力を賜り、厚くお礼申し上げます。
G7広島サミットは、主要国首脳のほか、ア
ウトリーチ国首脳、更にはウクライナ大統領が
出席するかつてない規模の警備となりました
が、県民の皆様、多くの関係機関・団体の協力
のお陰で、無事警備を完遂することができまし
た。
G7広島サミットの成功は“県民の理解と協力
が重要”との観点から、県民の皆様一人ひとり
に、交通規制やテロ対策などへの協力を求める
チラシ配布や大型ビジョンを使った広報並びに
広報グッズの配布等による活動を、広島県防犯
連合会をはじめとする関係機関や企業等と行っ
てまいりました。とりわけ、県内の各地区防犯
（組合）連合会の皆様には、会議直前期間での
広報チラシ配布への御協力をいただきました。
感謝申し上げます。
県民の皆様には、相当期間にわたり日常生活
に不便をおかけいたしましたが、主会場のあっ
た元宇品地区では、応援に来ていた警察官が地

元に引き上げる際、住民の皆さんが「ありがと
うございました」「また来てください」と沿道
に出て手を振り見送ってくださいました。この
出来事には、本警備が、皆様のご理解とご協力
に支えられたものであったと、感動と感謝で目
頭を熱くいたしました。
今、G7サミット警備を終え、改めて警察行
政の推進には、県民の皆様のご理解とご協力が
欠かせないことを感じている次第です。
結びに、今後とも広島県警察へのご協力をお
願い申し上げますとともに、各地区防犯（組合）
連合会の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上
げます。

広島県警察本部警備部参事官兼
サミット対策課長

植　　義則

G7 広島サミット警備へのご協力に感謝
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令和５年秋季号 防犯登録は　あなたの自転車を守ります



広島県内の犯罪の発生状況
令和５年（１月～６月）

統計

刑法犯認知件数 目標（〜令和7年）年間 12,000件以下
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不安に感じる犯罪の認知件数 目標（〜令和7年）年間 5,500件以下

0 1,5001,000500

R5

R4

2,5002,000 3,5003,000 4,5004,000

3,006（約30%増）

2,316

0 500

R5

R4

2,000 3,000 3,500 4,0002,5001,5001,000 4,500

2,863（約30%増）

2,199

714

577907715

1,0681,081 ■子供
■女性
■高齢者

子供・女性・高齢者被害の刑法犯認知件数
目標（〜令和7年） 
年間 4,800件以下
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約5億1,084万円（約21%増）

約4億2,373万円

特殊詐欺の被害額
目標（~令和7年） 
年間２億円以下

※「不安に感じる犯罪」とは、自転車盗、車上ねらい、器物損壊等、侵入強盗、侵入窃盗、
住居侵入、強制性交等、強制わいせつの 8 罪種です。

区　　　分 総数 小学生
以下 中学生 高校生 学生等 有職 無職

うち14歳未満
令和５年上半期 369 93 112 51 90 15 37 22

構成比 100.0% 25.2% 30.4% 13.8% 24.4% 4.1% 10.0% 6.0%

令和４年上半期 310 75 86 49 72 19 45 13

構成比 100.0% 24.2% 27.7% 15.8% 23.2% 6.1% 14.5% 4.2%

増減
数 59 18 26 2 18 ▲ 4 ▲ 8 9

率 19.0% 24.0% 30.2% 4.1% 25.0% ▲ 21.1% ▲ 17.8% 69.2%
� ▲は減少を示す

令和５年上半期
非行少年の検挙・補導状況

○�広島県内の令和５年上半期の非行少年の検挙・補導総数は、369人で、前年同期と比較し、19.0％増加しています（暫定値）。
○�検挙・補導総数のうち、中学生以下が約６割を占めています。 （単位：人）

刑法犯の認知件数が増
加して、コロナ前のレベ
ルに戻りつつあります。
不安に感じる犯罪のう
ち、自転車盗や車上ねら
いが激増しています。
特殊詐欺の被害も増加
しています。

盗まれるんじゃないか
ダマされているんじゃ
ないかと自問自答する
習慣
をつけるようにしましょう。
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防 犯 ひ ろ し ま

令和５年秋季号「ＡＴＭで還付金」は詐欺！



　特殊詐欺、なりすまし詐欺などの犯罪形態が現れ、もう10年以上経過し、さま
ざまな対策が講じられてきましたが、未だに莫大なお金が犯人に渡っています。
　詐欺被害のほとんどが自宅の固定電話にかかってきます。
　知らない電話や非通知の電話に出ないことが被害防止の基本ですが、今回は、
NTT西日本や全国防犯協会連合会において行われている対策を紹介します。

更に上記２つのサービスを申し込むと
「番号非通知着信拒否」も可能となります。

更に上記２つのサービスを申し込むと
「番号非通知着信拒否」も可能となります。

お問い合わせ・お申し込み
NTT 西日本特殊詐欺対策ダイヤル：0120-931-965

特殊詐欺の
被害

昨年１年間に広島県で234件
約６億8,446万円 被害
昨年１年間に広島県で234件
約６億8,446万円 被害

NTT西日本では、今年５月１日から70歳以上の方やその同居の契約
者を対象に、以下の取り組みを行っています。（お申し込みが必要です）

「ナンバー・ディスプレイ」
相手の電話番号をディスプレイに表示させるサービス
～初期工事費及び月額料金無料化～

詐欺電話対策特集

今年は半年ですでに５億円以上の被害で
大幅な増加傾向にあります

「ナンバー・リクエスト」
非通知でかけてきた相手に番号を通知してかけ直すよう
応答するサービス
～初期工事費及び月額料金無料化～
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防 犯 ひ ろ し ま

令和５年秋季号 電話でお金の話が出たら詐欺！
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防 犯 ひ ろ し ま

令和５年秋季号自分ひとりで解決せず、必ず家族や知人に相談しよう



〜安全安心なマンションライフを〜
登録番号 所在地 マンション名 申請者 登録年月日

第380号 広島市西区 フローレンス庚午中ステイゴールド 章栄不動産㈱ 令和５年８月３日

　「防犯モデルマンション」制度とは、マンションにおける防犯環境を整備し、防犯意識の高揚と犯罪の予防を図るため、
当連合会が犯罪に遭いにくい構造設備などの基準を満たしていると認められるマンションを「防犯モデルマンション」
として登録する制度であり、申請を受付中です。

『防犯モデルマンション』の登録 広島県内の登録380棟に

警察庁長官・
全国防犯協会連合会会長連名表彰

防犯功労団体（１団体）
　福山西警察署管内職場警察連絡協議会
　　福山市神村町（代表　西嶋　孝典）
防犯栄誉金章（１人）
　向　井　俊　郎　大竹市油見２丁目
防犯栄誉銀章（２人）
　神　田　晃　典　呉市焼山政畝２丁目
　元　田　賢　治　広島市南区皆実町５丁目

全国防犯協会連合会会長表彰

功労ボランティア団体（１団体）
　大竹市青少年育成市民会議　
　　大竹市立戸１丁目（代表　児玉　正之）
防犯栄誉銅章（６名）
　朝　胡　美　彦　安芸高田市吉田町吉田
　河　野　義　文　山県郡安芸太田町加計
　作　田　静　登　庄原市西城町入江
　菅　　　雅　則　広島市南区丹那町
　西　原　幸　二　広島市中区銀山町
　平　元　正　人　尾道市天満町

中国地区防犯功労表彰

　全国地域安全運動が実施される10月に合わせ、中
国管区警察局長と中国防犯連合会連絡協議会会長連
名の防犯功労表彰が行われます。
　広島県の受賞者と団体は次のとおりです。

（敬称略・五十音順）
防犯功労団体（２団体）
　世羅郡金融機関防犯組合
　　世羅郡世羅町西上原（代表　藤岡　敏雄）
　矢野南連合町内会
　　広島市安芸区矢野南３丁目（代表　浦野　紀元）
防犯功労者（12人）
　秋　野　征　治　広島市安佐南区伴東４丁目
　有　木　正　治　福山市赤坂町赤坂
　池　田　尊　嘉　庄原市東城町森
　井　手　信　博　広島市安芸区畑賀３丁目
　今　宮　浩　二　江田島市能美町鹿川
　岸　本　嘉　生　広島市中区吉島西１丁目
　後　藤　正　弘　大竹市黒川３丁目
　勝　谷　秀　明　東広島市西条町御薗宇
　友　井　輝　道　呉市天応大浜２丁目
　橋　本　正　紀　竹原市港町３丁目
　百　田　曉　治　広島市東区福田８丁目
　湯　葢　康　之　広島市西区井口明神１丁目

　令和５年９月28日、東京の明治記念館で開催される「全国地域安全運動中央大会」の席上で、「防犯功労
団体・功労ボランティア団体」と「防犯功労者（防犯栄誉金章）」の表彰式が行われます。
　広島県の受賞者と団体は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・五十音順）

全 国 防 犯 功 労 表 彰

受賞された皆様、
おめでとうございます。

№23466

防 犯 ひ ろ し ま

令和５年秋季号 狙われる　カギのし忘れ　抜き忘れ



安全で安心な住みよい
社会の実現を目指して
福山北警察署管内防犯連合会

会長　河上　正次

地区防連会長エッセー
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　私が代表を務める「栗ティ・ポリス」は、
少子高齢化がすすみ、地域の繋がりが希薄に
なっていく地域情勢に危機感を覚え、地域共
生社会の実現のため、平成27年に栗生地区の
有志によって設立されました。
　現在では、町内のさまざまな団体、組織と
連携を図り、約260名の会員で、登下校時の
見守り活動、いきいきサロン開催や高齢者世
帯への訪問活動など持続可能な活動を行っ
ています。
　また、当会ではオリジナルの「栗ティ・ポ
リスステッカー」を制作し、会員の車に貼っ
てもらっています。
　このステッカーを見
た子供たちや高齢者に、
地域との連携や安心を
感じてもらえればとの
願いを込めて作ったも

栗生地区の
安全・安心のために

のです。
　こうした地道な活動が実を結び、現在では
地域住民から「安心して生活できる」「今後
も地域のために活動を継続してほしい」など
の声もいただけ、活動の励みとなっています。
　今後も「地域の安全は地域の力で」をモッ
トーに、地域一体となった活動を行っていき
たいと思います。

福山北警察署管内防犯連合会は、平成20年に
発足し、福山市北部21小学校区の自治会（町内
会）と神石高原町４学区自治会（町内会）など
25の地域から選任された地域安全推進員等230
名で構成され、防犯活動に携わっております。
当防犯連合会は「減らそう犯罪」広島県民総
ぐるみ運動第５期（令
和３年～令和７年）ア
クションプランに基づ
き、警察をはじめ、ボ
ランティア、事業者、
行政との連携はもとよ
り、25地域の自治会（町
内会）連合会と強く連
携し、地域住民の防犯
意識の醸成普及啓発活動の推進、特殊詐欺被害
防止広報、当管内で発生の多い「自転車盗」等、
身近な犯罪防止対策、地域防犯ボランティアの
育成、青少年の非行防止と健全育成活動、暴力
追放、薬物の根絶活動を事業計画とし、活動し
ています。
各地区では、子供、女性、高齢者等の被害防

止、地域住民が不安に感じる犯罪の抑止のため、
登下校の時間帯における見守り活動や青色防犯
パトロール車の運行、年金支給日における特殊
詐欺被害防止キャンペーン、各学区のイベント
における広報活動など、地道に活動を推進して
います。

しかしながら、当管
内の今年上半期の刑法
犯認知件数は、昨年同
時期と比べ76件の増加
で、特に自転車盗が多
発している状況です。
また、高齢者を狙っ
た特殊詐欺被害が依然
として後を絶たず、社

会情勢を反映した新たな形態の犯罪が発生して
おり、大変厳しい状況ではありますが、福山北
警察署管内13万５千人の安全で安心な住みよい
社会の実現を目指して、引き続き地域安全活動
の充実に取り組んでまいります。
皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

№234 77

防 犯 ひ ろ し ま

令和５年秋季号レターパックで現金送れは詐欺！



【佐伯区】「落語で楽しく」学ぶ特殊詐欺知識　　　
（７月１日）

　美鈴が丘地区では落語家を招いた研修会を開
き、警察署員による最新の犯罪情勢の説明に引き
続き、“落語の力”を借りて、笑いながらより一層
の特殊詐欺に関する知識を磨くとともに、モチベー
ションの向上を図りました。

【竹原】令和５年度竹原警察署管内防犯連合会総会
の開催（７月14日）

　新型コロナウイルス感染症の影響により書面開
催が続いていたところ、顔を合わせての通常総会
を４年ぶりに竹原警察署講堂において開催するこ
とができました。総会後の懇親会では、地域の防
犯活動等について活発な意見が交わされました。

【広島西】中学生が呼びかける広報活動車出発式　　
（７月11日）

　広島西警察署から減らそう犯罪推進モデル校に
指定された己斐中学校の生徒が収録した、特殊詐
欺被害防止等を呼びかける音声メッセージを拡声
器から流し巡回する青パト車の出発式が、中学校
生徒や署員が見守る中で行われました。

【三原】定期的な夜間パトロール（８月１日）
　久井駐在所管内においては、毎月１日と15日
に地域安全推進員が青色防犯パトロール車に分
乗し、管内を３つのコースに分けて夜間パトロー
ルを行っています。出発前に駐在所員から最新
の犯罪情勢を聞き、犯罪の抑止に努めています。

【安芸高田】防犯キャンペーンの開催（７月15日）
　吉田運動公園で開催された第40回一心祭りの
会場に、モシカくんを招いて安心なまちづくりの
ためのブースを出展しました。訪れた家族連れ
はキャンペーングッズを手にしながら、家族の絆
の大切さを再確認していました。

【呉】駅周辺の継続的な防犯パトロール（７月28日）
　呉市防犯連合会中央地区において、呉駅や隣接
する商業施設での犯罪を防止するため「呉駅前防
犯パトロール隊」を結成しました。第１週を除く
毎週金曜日の夕方にパトロールを行い、街に安心
を届けています。
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「減らそう犯罪」
県民総ぐるみ運動
マスコットキャラクター
「モシカ」

賛助会員を募集しています
　公益社団法人広島県防犯連合会は、犯罪や非行のない安全で安心して暮らせる地域
社会の実現を目指し、防犯意識の普及啓発等の事業に取り組んでいます。当会の目的
と活動にご賛同いただける企業、団体、個人の皆様の賛助会員への加入をお待ちして
います。
◆当連合会の賛助会費は、税制優遇措置（税額控除又は損金算入）の対象となります。
◆賛助会費は、企業、団体、個人とも年額１万円（１口）以上です。
◆入会のお問い合わせは、082-221-0642 まで。

皆様の
賛助会員への加入を
お待ちしています。


